
※上弦、下弦は
　半月です。

　今年の夏の夜空には、4つの明るい惑星が見られます。まずは夕方の西の空に見える金星です。古くから「宵の明星」
として親しまれており、この夏の一番星として見つかるでしょう。次に、南西に見える木星です。太陽系で一番大きな惑
星である木星は、夜空では黄色く見えてどっしりとした輝きが印象的です。望遠鏡では表面の縞模様や、木星の周りを回
る衛星の姿が見られます。南の空には土星があります。肉眼では木星に比べて白っぽく、木星よりやや暗く見えますが、
望遠鏡では大きな環の様子を見ることができます。環の見え方は年によって変わり、今年はとても観察しやすい状態とな
っています。最後は南東の空に見える火星です。今年は地球と火星が特に接近する年で、「火星大接近」として注目度が
高まっています。火星が地球に最も近づくのは7月31日で、その前後しばらくの間は木星よりも明るく見え、9月の初めご
ろまで夜空でひときわ目立ちます。次に同じぐらいの大接近となるのは2035年です。詳しい火星の見え方や接近のしくみ
などについては裏面で解説していますので、この機会にぜひ赤い火星の輝きをご覧ください。
　惑星とともに夏の星座もよく見えています。南の空にはさそり座の「アンタレス」があります。
街明かりを避けて南の空が開けたところで探すと、「アンタレス」とその周りの星でできる大きな
S字形が見つかるでしょう。また、頭上には夏の大三角の星もよく見えます。見どころのたくさん
ある夏の夜空をぜひお楽しみください。

ⓒ 松本零士／郡山市

（惑星の位置は８月１日）
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8月11日　19:00～21:00
火星観望会

場所:平成記念郡山
　　 こどもの森公園観望会

※雨天時は12日に延期、12日が
　雨天の場合は中止となります。
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 ７月   ８月の星空 2018年

７月・８月の主な天文現象

七夕　７/　７

　７/３１ 火星が最接近

伝統的七夕

　８/１３ ペルセウス座流星群極大

　８/１７

ふれあい科学館
駅前観望会

8/18

場所：郡山駅西口駅前広場

19:00～20:00

7/21 19:30～20:30



（公益財団法人 郡山市文化・学び振興公社）


